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編集方針（報告にあたっての基本的要件）

●対象範囲
・本レポートは日本化薬グループの社会活動および環境安全
活動を中心にまとめています。経済活動については、「アニュ
アルレポート2008」、当社ウェブサイト等に詳細にまとめ
ていますので、本レポートでは概略だけにとどめています。
・日本化薬グループとしては、日本化薬（株）と製造部門を
もつグループ会社9社を主な対象としています。
・事業場内のグループ会社としては、製造部門をもつ4社
を対象としています。
●対象期間
・原則として2007年度（2007年6月～2008年5月）
の活動を対象としています。
　（一部2008年6月以降の活動を含む。パフォーマンス
データの一部は2007年4月～2008年3月。）
●記載上の配慮事項
・活動の具体例を可能な限り写真、図を用いて説明し、結果
は数値データを含めて記載しました。
・平易な表現を心がけ、難解な用語については注釈を入れ
ました。
・作成に当たっては、環境省の「環境報告書ガイドライン
2007年度版」およびGRI（Global Reporting Initiative）
の「サステナビリティ・レポーティング・ガイドライン第3
版」を参考にし、また、前号以前に寄せられたアンケート
の回答等をもとに改善を図りました。
●特記事項
・本年度より、従来発行していました環境安全／サステナビ
リティ・レポートを、CSRレポートとして内容を改編し、発
行致します。内容の経年比較を容易にするためレイアウト
等は出来るだけ従来からの環境安全／サステナビリティ・
レポートと大きく変わらないよう意識し編集しています。
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